
昨
年
春
に
熊
本
の
徳
富
記
念
園

を
訪
れ
た
。
創
立
者
新
島
襄
が
米

国
か
ら
取
り
寄
せ（『
新
島
研
究
』

九
三
号
）徳
富
蘇
峰
に
贈
っ
た
カ

タ
ル
パ（
ア
メ
リ
カ
キ
サ
サ
ゲ
）は

一
九
六
〇
年
頃
に
枯
れ
、
今
二
代

目
一
本
、
三
代
目
三
本
が
七
ｍ
も

の
大
木
と
な
り
、
五
月
中
旬
に
は

香
り
の
よ
い
白
い
花
を
咲
か
せ

る
。
一
週
間
の
開
花
期
に
は
連
日

数
百
人
が
訪
れ
、
熊
本
の
春
の
風

物
詩
と
な
っ
て
い
る
。

同
志
社
中
学
校
の
生
徒
作
品
集

「
き
さ
さ
げ
」創
刊
号（
一
九
六
五
年

発
行
）に
は
、
恐
ら
く
新
島
先
生

が
植
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
一
世
の

カ
タ
ル
パ
が
彰
栄
館
南
前
庭
に
植

え
ら
れ
て
い
る
写
真
が
載
っ
て
い

る
。
以
前
は
聚
芳
館（
今
の
大
学
図

書
館
）の
横
に
あ
っ
た
ら
し
い
。

「
幹
の
中
は
空
洞
で
二
つ
に
裂
け
、

片
方
の
樹
皮
だ
け
で
命
の
樹
液
を

く
み
上
げ
、
春
に
は
緑
の
芽
を
吹

き
出
し
、
夏
に
は
淡
黄
色
の
花
を

咲
か
せ
、
秋
に
は
さ
さ
げ
豆
の
よ

う
な
実
を
た
わ
わ
に
実
ら
せ
て
い

た
。
そ
の
生
命
力
の
強
靱
さ
に
驚

か
さ
れ
た
が
、
一
九
六
七
年
頃
枯

れ
て
し
ま
っ
た
」と
。
そ
の
後
若

木
が
七
〇
年
春
に
植
え
ら
れ
た

が
、
礼
拝
堂
の
改
修
工
事
の
時
移

植
さ
れ
根
付
か
ず
枯
れ
、
今
彰
栄

館
南
東
の
庭
園
に
あ
る
キ
サ
サ
ゲ

は
九
三
年
春
に
植
え
ら
れ
た
も

の
。
残
念
な
が
ら
一
世
の
カ
タ
ル

パ
の
種
か
ら
育
っ
た
も
の
で
は
な

く
中
国
原
産
の
も
の
で
あ
る
。
こ

の
写
真
は
筆
者
が
昨
年
六
月
二
十

五
日
に
撮
っ
た
も
の
で
満
開
は
一

週
間
程
。
実
際
に
花
を
咲
か
せ
て

い
る「
キ
サ
サ
ゲ
」
を
見
て
新
島

先
生
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
く
だ

さ
い
。
キ
サ
サ
ゲ
は
楸
と
も
書
き
、

秋
に
実
を
豊
か
に
実
ら
せ
る
と
こ

ろ
か
ら
生
徒
の
自
由
研
究
作
品
の

表
題
に
使
っ
て
い
る
。
今
は
ま
だ

小
さ
い
が
、
生
徒
た
ち
と
共
に
こ

れ
か
ら
大
き
く
育
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
る
。

田
島

繁

（
中
学
校
社
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科
教
諭
）

キャンパスの樹々 12
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）

キササゲの種


